




平成30年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要

㎡
㎡

● ●
○ ○

Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

備
考

・空調設備改修に伴い、平成29年度に一部施設の利用を停止（会議室：4～5月、アリーナ：7～8月）。
・一部施設利用停止に伴い、平成29年度は団体利用者数、個人利用者数、教室受講者数ともに減少。

施設コード S05-03-02

併設施設

1399.9㎡
4493.12㎡

施
設
基
本
デ
ー

タ
等

指
定
管
理

に
係
る
費

用
等

団体利用者数（人）

アリーナ稼働率（％）
会議室稼働率（％）

個人利用者数（人）
教室受講者数（人）

教室開催数（回）
教室申込率（％）
開館日数（日）
委託料（千円）

28
2,509
49
355

91,964

平成27年度
17,583
90,109
56,991

28
26

2,506
48
354

89,283

平成26年度
15,529
84,239
58,214

29
24.0
2,512
48
355

86,941

平成30年3月31日

一般区民他
午前9時～午後9時30分
年末年始（12月29日から1月3日）、館内整備等による臨時休館

平成30年度（見込み）

20,000
92,000
60,600

50
24

2,514
52
355

92,852

平成29年度
17,535
88,271
54,341

49
24

2,285
50
355

101,825

平成28年度
19,086
88,861
58,160
44.0

0 0

使用料及び手数料 46,324

0 0

0

H28年度 H29年度

79

施設の履歴 時期 建築費
(単位:千円)

財源内容（単位：千円）
国・都 区債 一般財源

施設名 荒川遊園スポーツハウス
所在地 西尾久八丁目3番1号
部課名 地域文化スポーツ部スポーツ振興課

竣工年月日 平成5年6月24日 常勤・非常勤 その他

増改築①
建築

対象者

運営時間等
運営時間
休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

平成5年 3,070,000

増改築②

面積
敷地面積
延床面積

設置目的・経緯
広く区民の利用に供し、区民の健康の増進と体力の維持向上
を図るとともに、スポーツの振興に寄与する。

供用開始年月日
構造 RC造（一部S造） 階層 地上3階、地下1階

関連部署
根拠法令等
設置条例

荒川遊園スポーツハウス条例

駐車場の状況

平成5年7月26日 職員数

0

32,732 国庫支出金 0

0 行政収入合計(a) 76,239

43,791
▲ 671

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 0 0 0

不納欠損・貸倒引当金繰入額 0

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 H28年度 H29年度 差額 勘定科目 H28年度 H29年度 差額

維持補修費 4,860 8,735 3,875 都支出金 0 0 0

地方税等 0 0 0
物件費 149,282 182,014

▲ 2,533
減価償却費 82,888 82,888 0 その他 29,915 29,244

その他の流動負債 0

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0当期収支差額(e)+(h)▲ 174,052▲ 215,491 ▲ 41,439
特別費用(g) 0 0 0特別収入(f) 0

0 0
行政費用合計(b) 250,291 288,526 38,235通常収支差額(c)+(d)=(e)▲ 174,052▲ 215,491 ▲ 41,439
その他行政費用 0金融収支差額(d) 0

行
政
費
用

給与関係費

0 0

貸
借
対
照
表

勘定科目 H28年度 H29年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0 0

固
定
資
産

有形固定資産 1,163,501 1,121,929 ▲ 41,572 賞与引当金

559 559

8,165

0 559 559
土地 0 0 0

0 8,724

差額
流
動
資
産

収入未済 0 0 0流動負債 0

0 0
工作物等 37,588 37,588 0 退職給与引当金 0 8,165 8,165
建物減価償却累計額 ▲ 1,906,422▲ 1,989,310 ▲ 82,888 特別区債 0

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0

0
建物 3,069,923 3,111,239 41,316固定負債 0 8,165

1,127,025 ▲ 39,937
その他の固定資産 0 10,359 10,359 1,166,962 1,127,025 ▲ 39,937
建設仮勘定 3,461 3,461 0正味財産 1,166,962

0 0
無形固定資産 0 0 0負債の部合計 8,724

工作物等減価償却累計額 ▲ 37,588 ▲ 37,588 0 その他の固定負債 0

1,135,749 ▲ 31,213資産の部合計 1,166,962 1,135,749 ▲ 31,213負債及び正味財産の部合計 1,166,962

備
考

行政費用では、物件費が多くかかっている。物件費の大部分は委託料であり、主たる経費は施設の管理運営に要する委託料
である。平成２９年度は、トレーニング機器入れ替え、小規模修繕の増加によ増のほか、プール可動式屋根等の修繕により
維持補修費も増加した。行政収入では、行政財産使用料（自動販売機）、自動販売機電気料の収入があった。

賞与・退職給与引当金繰入額

0 0

73,035 ▲ 3,204
2,901 3,224 323行政収支差額(a)-(b)=(c)▲ 174,052▲ 215,491 ▲ 41,439

0

まで
から

①施設の管理運営（アリーナ、トレーニングルーム、会議室１,２、事務室、温水プール）
②教室運営（通年制水泳教室、通年制スポーツ教室、アリーナ自由会員制教室等）

平成29年4月1日

10,360 11,665 1,305

行
政
収
入

扶助費 0 0

無 バリアフリー
対応状況45台

エレベーター
点字ブロック

だれでもトイレ
スロープ

委託 株式会社ドゥ・スポーツプラザ 期間



Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

１㎡当たりコスト（円）
受益者負担比率（％）
開館1日当たりコスト（円）
利用者1人当たりコスト（円）
区民1人当たりコスト（円）

-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-

20
667,690
1,427
1,112

52,754

1,344

H30年度(見込み)H28年度 H29年度H26年度
64.4
31.1

（計画名：

169,400

15.2
812,749
1,802

H27年度
-
-

指標
有形固定資産減価償却率（％）
有形固定資産減価償却率（８０年）（％）財

務
指
標
・
評
価
指
標
等

63
32

64,215

課題に対する
現時点での考え

○利用者からの意見・要望を踏まえて、施設運営や修繕において改善を検討する。
○トレーニング機器を更新した。今後は幅広い層の利用者増加につなげる。
○指定管理者制度の導入を含めて検討を進める。
○荒川総合スポーツセンター大規模改修期間中の代替施設として、受入れ可能な体制
　（ハード・ソフト）の整備に努める。

議会、利用者等
からの意見

○H26 6月定例会 ボルダリングの設置について
○H29 予特　    音響設備の更新、会議室什器の更新、子ども用便座の設置について

管理形態の変更の推移

利用者・地域のニーズ ○尾久地区居住者の利用が多く、地域密着型の施設として利用されている。

現状・課題

○施設や設備の計画的な修繕を実施する必要がある。
○バリアフリー環境を目指し、障がい者や高齢者を含めた多くの区民が利用しやすい施設とする
　必要がある。
○荒川総合スポーツセンターとの連携を含め、効率的・効果的な管理・運営方法等の検討が必要
　である。
○荒川総合スポーツセンター大規模改修工事期間中の代替施設としての役割が求められている。

172,600
実績値 157,982

計画の有無

目標指標
指標名・単位 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

● ○

○
●

（変更内容：

○
○

○
●

○
164,683 166,107 160,147 172,600

施設運営の方向性
○

指定管理者制度の導入検討

H30年度(見込み)

利用者数
目標値 ‐ ‐ ‐

備
考
管理運営は委託方式を採用しているため、スポーツセンターと比較して物件費が多くかかっていることにより、開館１日当
たりコスト・利用者１人当たりコストが多くかかっている。

平成２９年度は、一部施設利用停止により利用者数
が減少している。

平成２５年度は、温水プール利用休止により利用者
数が大きく減少している。
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